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『関西における観光イノベーションモデルの構築』研究プロジェクト 

第 1 回研究会 

 日時   2012 年 5 月 25 日(金) 15:00 ～ 17:00 
 会場   APIR 会議室 
 メンバー 
ﾘｻｰﾁﾘｰﾀﾞｰ 小田  章 和歌山大学 名誉教授  

ﾘｻｰﾁｬｰ 川端 保至 和歌山大学 観光学部 教授 

 戸塚 敦子 前和歌山大学 観光学部 特任教授 

 吉田 順一 大阪府立大学 21 世紀科学研究機構 観光産業研究所 特別教授 

 林  健太 甲南大学 経済学部 准教授 

ﾘｻｰﾁｱｿｼｴｲﾂ 三吉 麻里子   

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 卯滝  勝 三井物産株式会社関西支社 業務部業務室 室長 

代表理事 岩城 吉信 APIR  

研究統括 林  敏彦 同志社大学 教授 

研究支援 村上 一真 APIR 副主任研究員 

事 務 局 島  章弘 同上 次長 

 仲川 洋子 同上 次長 

 松居  英明 同上 ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

    

 
 次第 

1) メンバー紹介 
2) 研究のフレームワークについての説明および意見交換 
 
 

 
 議事 
・研究手法については大きく、アンケートとヒアリングの実施とする。 
・「模倣から創造へ」を基本に据え、観光を考えるための原点の調査から始める。 
・日本と観光先進国(フランス、スペイン、イタリア、アメリカ、中国等を想定)における一般市民

へのアンケートを実施し、観光(観光業を含む)に対する理解や価値観等の違いを探る。 
・観光先進国などへの現地ヒアリング調査を通じて、観光振興への各国の取り組みや観光施策等に

ついての情報収集と分析を行う。それにより、観光先進国の強みを究明する。 
欧州(フランス、ドイツ、スイス、オーストリア)を吉田先生、ハワイを始めアメリカを戸塚先生、

アジア(中国、韓国、台湾、東南アジア)を小田 RL と川端先生で担当する。 
 

以上 


